
■道東自動車道の直通により、札幌市と道東地域の所要時間が短縮し、
アクセス性が向上！

■道東自動車道の開通による所要時間短縮

1

【札幌市役所から帯広市役所までの所要時間】
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※旅⾏時間は、道路時刻表より算出
[⼣張〜⼗勝清⽔間の旅⾏速度は、道東道⼗勝清⽔IC〜芽室ICの平均速度より算出]
[すべて⼀般道利⽤は、⼀般国道12号、274号、38号を利⽤]

高速道路利用

一般道利用

約80分短縮3時間01分

4時間18分

道東自動車道を通れば早く札幌に着くことができ

て、気軽に友達に会いに行けるようになりました。

（帯広市在住20代女性）

出張で札幌に行く際に、高速道路があると帰りの

時間が短縮されるので、泊まらなくても日帰りでき

ることが増えました。(占冠村在住30代女性)

資料︓ Webアンケート（令和3年6⽉実施）

札幌市の妻の実家までの帰省時間が短縮

及び時間が読めるようになりました。

(音更町在住40代男性)

仕事で札幌方面へ行く時には時間短縮に

なって効率が上がりました。

(音更町在住50代男性)

■利用者の声



■道東自動車道の直通により、断面交通量が増加し、並行一般道から
交通が転換！

■道東自動車道の開通による交通動向の変化

2

高速道路だとスムーズだし、道も険しくないので道中

安心して移動でき、帯広方面に出かけるハードルが

下がりました。 （恵庭市在住40代女性）

道東道を利用することで体力的負担が減り帰省が

楽になったため、高齢の祖父母へ顔を見せる機会が

増えました。(札幌市在住20代女性)

■利用者の声
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資料︓全国道路・街路交通情勢調査※H22は千歳恵庭JCT - 千歳東IC間を除く区間で⾼速道路無料化社会実験が⾏われていた影響あり

①追分町IC～夕張IC ②むかわ穂別IC～占冠IC

③トマムIC～十勝清水IC ④十勝清水IC～芽室IC

E38

資料︓ Webアンケート（令和3年6⽉実施）

移動時間が大幅に削減し、札幌まで買い物に

行く機会が増えました。(芽室町在住40代男性)

特に冬場、峠道を走行しなくても札幌方向への

出張が可能になったので安全性が向上しまし

た。(帯広市在住30代男性)
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■札幌～帯広間や札幌～釧路間等の都市間バスは運行時間が短縮し、
新規路線の開設も含め運行便数が大幅に増便！

■所要時間の短縮や通行止めリスクの軽減、冬期における定時性確保等
のサービス水準向上により乗客数が増加し、圏域間の交流が促進！

■道東道開通による札幌～帯広・釧路間の高速バス運行の変化

3

道東道の開通状況に合わせて、ルートや

時刻表の見直し等の利用者サービス向

上を図っており、全線開通を機に乗降客

数は大幅に増加しました。その後も、乗降

客は年々増加しており、増便も続けてお

ります。

道東道整備による所要時間の短縮や通

行止めリスクの軽減、冬期における定時

性確保等の効果が利用者増加の要因の

ひとつになっていると思います。

■都市間バス運行会社職員の声

出典︓ヒアリング調査（令和３年６⽉実施）

凡例

開 通 前 ル ー ト

開 通 後 ル ー ト

【ルートの変化】

【所要時間・運行便数の変化】

資料︓バス時刻表

E38

占冠〜トマム開通（H21.10）
⼣張〜占冠開通（H23.10）

札幌～帯広間高速バス 札幌～釧路間高速バス

占冠〜トマム開通（H21.10）
⼣張〜占冠開通（H23.10）

釧路駅前
ターミナル帯広駅バス

ターミナル

札幌駅前
バスターミナル

所要時間40分短縮
12往復増便

所要時間66分短縮
8往復増便

浦幌〜⽩糠開通（H27.3）
⽩糠〜阿寒開通（H28.3）

■利用者の声

時間が短縮され、高速バスの利用

回数が増えました。

（帯広市在住50代女性）

札幌方面へ出掛けやすくなり、帯広発

の高速バスを使って札幌方面へ買い物

に出掛けることが増えました。

（広尾町在住50代男性）

資料︓ Webアンケート（令和3年6⽉実施）

Ｌ=約206km H23.10 全線開通

道東自動車道（千歳恵庭ＪＣＴ～本別・足寄ＩＣ）
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（⾯積︓万㎡）（区画数︓区画）

分譲⾯積 分譲区画数
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（⾯積︓万㎡）（企業数︓社）

分譲⾯積 企業数

■道東自動車道の整備により、高速道路網が強化されたことで、沿線地域
で企業立地が加速！

■雇用の創出や製造出荷額の増加により地域経済が活性化！

■道東道開通による帯広周辺地域の企業立地状況

資料︓⾳更町提供

4

道東自動車道が整備されて、流通ネット

ワークが確保さている点が地域の強みにな

り、工場立地が進んでおり、工業団地も平成

29年に全区画の分譲が完了しました。

また、平成31年度より新たに造成した工業

団地についても、既に全区画の分譲が決

まっております。音更・芽室・幕別等の工業

団地も、分譲が進んだと聞いています。

■帯広市役所の声

出典︓ヒアリング調査（令和3年6⽉実施）

資料︓⼯業統計、各市町ヒアリング結果

【製造品出荷額の増加（H10⇒H31）と工業団地の立地状況】

【音更町IC工業団地の立地状況推移】
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Ｌ=約206km H23.10 全線開通

道東自動車道（千歳恵庭ＪＣＴ～本別・足寄ＩＣ）

【帯広市西20条北、西19条北工業団地の立地状況推移】

資料︓帯広市提供

帯広市西20条北工業団地

・H26 食品製造業 工場新設
・H28 食品製造業 工場増設

音更町IC工業団地

・H25 運輸業物流センター新設
・H30 運輸業物流拠点新設

【帯広市西19条北工業団地】
新たに工業団地を造成

（H31年度より分譲開始）

【芽室東工業団地第6団地】
新たな区画整備に向けて

110haの調査を開始

凡例

データなし

増加率0％以下

増加率0％～10％

増加率10％～20％

増加率20％～50％

増加率50％以上

工業団地（既設）

製造品出荷額の変化（H10⇒H31）

⻄19条北⼯業団地の分譲開始

⼣張〜占冠開通

占冠〜トマム開通

⼣張〜占冠開通
占冠〜トマム開通

トマム〜
⼗勝清⽔開通

工業団地（新設・予定）

道東自動車道のICアクセスが良い点が工業

団地の魅力の1つとなっております。

工業団地は600名以上が就労しており、約

94％が分譲済みで、残りの区画についても

既に販売の目途がついております。

新規立地の照会や既存企業の拡張ニーズ

などが今も多くあるため、新たな工業団地の

造成に向けた取り組みを進めております。

■音更町役場の声

出典︓ヒアリング調査（令和3年6⽉実施）
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台湾 アメリカ合衆国 シンガポール その他（千万円）

■十勝地域の特産品である長いもや牛肉等を海外輸出を推進！

■道東自動車道の利用により港湾や空港までの時間が短縮され、交通障
害に影響されない安定した出荷を支援！

5

川西産の長いもは海外・道外に出荷してお

り、以前は、交通障害時には早めの出荷

準備が必要でしたが、道東道の開通により、

輸送が安定したため、安心して生産・出荷

を行うことができるようになりました。

■十勝圏 農業協同組合の声
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台湾・
アメリカ等へ

■十勝産農畜産品の海外輸出状況

苫小牧港

Ｌ=約206km H23.10 全線開通

道東自動車道（千歳恵庭ＪＣＴ～本別・足寄ＩＣ）

【長いも輸出額の推移※】 【牛肉の輸出額の推移※】
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（百万円）

香港・台湾等へ

資料︓貿易統計

十勝地域からの
牛肉輸出が増加

大洗港を経由し
関東の空港・港湾から
海外へ

出典︓ヒアリング調査（令和3年7⽉実施）

※函館税関からの輸出分
資料︓貿易統計

※函館税関からの輸出分（大洗港等を経由した輸出分は含まず）

凡例

長いも出荷ルート

牛肉出荷ルート

新千歳空港

十勝の食肉工場は厳しい衛生基準を満た

した施設であり、今後さらに輸出可能な国

が増える可能性もあります。道東道の利

用により、引き続き安定的な輸出の支援

につながるものと思います。

出典︓ヒアリング調査（令和3年7⽉実施）

台湾・アメリカ等を
中心に輸出が進む

■食肉加工工場の声

⼗勝地域

⼗勝川⻄⻑いも

食肉加工工場



十勝地域

27%

根室地域

22%釧路地域

15%

オホーツ

ク地域

13%

宗谷地域

9%

その他

14%

■生産シェアの高い十勝地域の生乳は、苫小牧港や釧路港、小樽港から
道外へ出荷！

■道東自動車道の利用で、全国への安定した供給を支援するとともに、
ゆとりのある輸送が可能となり、事故の危険性も低減！

■十勝地域から道外への生乳輸出のルート

十勝地域は生乳出荷の
シェアが道内で最も高
く、約3割を占める

6

道東自動車道を利用することで、所要時間が短縮し、ドライバーの労働時間を考慮したうえで、余裕を

持ったスケジュールを組むことができています。

また、生乳の輸送は急ブレーキや急カーブ箇所でジャックナイフ現象等の事故が起きる危険性が高い

ため、特に冬期の輸送において事故の発生リスクを避けられる効果も大きいです。

■物流事業者の声

出典︓ヒアリング調査（令和3年7⽉実施）
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■北海道おける地域別生乳出荷額

資料︓⽜乳乳製品統計調査 資料︓平成30年市町村別農業産出額（推計）

北海道の生乳生産は増加傾向、
道外産は減少傾向

⇒北海道から全国に生乳を供給

■北海道・本州における生乳生産の推移
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関⻄⽅⾯
（約5割）

苫小牧港

Ｌ=約206km H23.10 全線開通

道東自動車道（千歳恵庭ＪＣＴ～本別・足寄ＩＣ）

274

392

38
38236

38

240

釧路港

関東⽅⾯
（約３割）

凡 例

⼀般道利⽤ルート
⾼規格道路利⽤ルート
乳業工場（出荷拠点）

小樽港

関⻄⽅⾯
（約２割）

⼗勝地域

輸送ネットワークが強化され
毎日の輸送が安定



13時間の運転時間が必要であるため、1⼈体制での⽇帰りが不可※ ⽇帰り輸送のためには２⼈体制が必要

貨物ターミナル貨物ターミナル

■釧路・根室地域から、農産品や水産加工品が全国へ出荷！

■冬期は、貨物輸送の不安定さから、道東自動車道を経由し札幌の貨物

ターミナルへ輸送を行っており、効率的な輸送管理を実現！

■釧路・根室地域の水産加工品の輸送経路・時間の変化（冬期）

■輸送時間短縮による運行管理の効率化（冬期）

7

■釧路圏 物流事業者の声

冬期における道外向けの農産品や水産加工品の輸送は、道東自動車道経由により札幌ターミナルへ直送

することが多く、道東自動車道の開通により、大きく時間が短縮しました。特に、ドライバーの拘束時間など

労務規定内での運行管理がしやすくなり、効率的な管理ができるようになりました。また、冬期の安定した

輸送にも寄与しています。

出典︓ヒアリング調査（令和3年7⽉実施）

38
452

240

237

物流拠点物流拠点
274

38 38

開通後︓268.0分
90分以上の短縮︕

開通前︓360.1分

釧根地域の昆布などの⽔産加⼯品
大型トラック約10台/⽇

凡 例
開通前
開通後

E38

運転時間が9時間に短縮され１⼈体制でも⽇帰りが可能に

効率的な輸送を実現︕さらに、拘束時間の減少によりドライバーの負担が減少︕

開通前

開通後

※1⽇の拘束時間が13時間、連続運転時間が４時間に制限されているため
「⾃動⾞運転者の労働時間等の改善のための基準」（厚⽣労働省）

ドライバー(1⼈)の拘束時間＝10時間

ドライバー(2⼈)の拘束時間＝14時間

物流事業者へのヒアリング調査より
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■道東自動車道の開通により、札幌方面から十勝地域へのアクセス性が
向上し、観光がしやすく！

■沿線地域を中心に十勝地域の観光客数は増加傾向！

■沿線主要観光地へのアクセス性向上

8

E38

菓子工場①
十勝川
温泉
③ 十勝

エコロージー
パーク

②

①菓子工場（⾳更） ②十勝エコロージーパーク（⾳更） ③十勝川温泉（⾳更）

道の駅おとふけ
（移設中）

凡例
⼀般道利⽤
道東道利⽤

資料︓ H27道路交通センサス

【札幌～音更の所要時間】

約90分
短縮

札幌市

日勝峠を超える必要がなくなったため帯広

などに観光に出かける機会が増えました。

（千歳市在住30代女性）

移動時間が短縮できることで、滞在時間が

長くとれるようになりました。

（札幌市在住60代男性）

観光地までの時間が読めるようになり、

観光しやすくなりました。

（札幌市在住70代女性）

■道東道利用者（札幌都市圏在住）の実感

資料︓ Webアンケート（令和3年6⽉実施）

トマム〜⼗勝清⽔開通
（H19.10）

占冠〜トマム開通（H21.10）
⼣張〜占冠開通（H23.10）

【観光入込客数の変化】

【道の駅おとふけの移設】

町の魅⼒を発信し、町内外の⼈々の交流促進する、「魅⼒
発信エリア」として道東⾃動⾞道⾳更帯広ICの周辺に移転
整備を進めており、令和4年4⽉の開業を⽬指し工事中。

約1.3倍に増加

■十勝地域の観光入込状況
【観光範囲が広がった】

そう思う

30%

ややそう思う

43%

そう思わない

13%

全く

思わない

5%

該当する

利用がない

9%

【観光地でゆっくり
できるようになった】

そう思う

27%

ややそう思う

46%

そう思わない

14%

全く

思わない

4%

該当する

利用がない

9%

N＝127

【利用者の声】

資料︓ Webアンケート（令和3年6⽉実施）

資料︓⾳更町 魅⼒発信エリア・道の駅整備事業建設⼯事HP（令和3年9⽉時点）

資料︓北海道観光⼊込客数調査報告書
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99%

1%

搬送件数

195件

村外搬送
村内搬送

■占冠村では村外への搬送が多い中、道東自動車道開通により帯広方面
への搬送時間が短縮し、医療圏域外となる帯広市や清水町の医療機関
への搬送が選択肢に追加！

■占冠村から村外への搬送状況 ■占冠村の村外搬送患者の特性

占冠村からの搬送は
概ねが村外への搬送

資料︓占冠消防提供資料

9

道東道の整備により所要時間が短縮し、医療圏域外の帯広市や清水町への搬送が選択肢に加わる

ようになったことで、搬送先病院の選択の幅が広がった点は大きな効果です。軽傷者であれば清水

町内の病院へ、脳疾患の患者も旭川市への長時間搬送を避けて、帯広市内の病院に搬送できるよう

になりました。

また、富良野や旭川方面への道路状況の悪い一般道を利用した搬送に比べ、道東道は走行性がよく、

ドライバーや患者への負担が軽減する効果もあります。
出典︓ヒアリング調査（令和3年6⽉実施）

■占冠 消防の声

トマム〜⼗勝清⽔開通
（H19.10）

占冠〜トマム開通
（H21.10）

※占冠村市街地⇒旭川⾚⼗字病院、帯広厚⽣病院、富良野協会病院、清⽔
⾚⼗字病院までの移動時間

資料︓ H27道路交通センサス昼間12ｈ旅⾏平均速度

【占冠の搬送状況(R1)】

【占冠村外搬送の搬送先(R1)】

資料︓占冠消防提供資料

【2・3次医療機関別搬送時間※の変化】 【道東自動車道を利用した搬送件数の変化】

78%

13%

9% 1%

富良野市

帯広市

清水町

札幌市

38

241

274

274237

重症患者
（旭川市へ）

軽症・中等症患者
（富良野市へ）

236

帯広北⽃病院

帯広協会病院

清⽔⾚⼗字病院

重症患者
（帯広市へ）

軽症・中等症患者
（清⽔町へ）

帯広厚⽣病院
占冠村

富良野協会病院

富良野医療圏

E38

凡 例
・富良野医療圏内病院への搬送ルート

重症患者
軽症・中症患者

・開通後の追加ルート
重症患者
軽症・中症患者

占冠⇒清水
30分以上短縮︕

50分程度
短縮︕

村外搬送のうち
2割以上が

医療圏外への搬送
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出典︓北海道⾚⼗字⾎液センター 資料︓H27道路交通センサスより算定

■札幌市の血液センターでは帯広出張所への血液供給は、道東道の直結
等により約2.6倍増加！

■道東道の直結により、速達性・走行性が確保され、陸送で安定的な血液
輸送を行うことが可能に！

■血液・血液製剤の輸送状況

■札幌市から帯広市への血液輸送量の推移

10

札幌から帯広間は道東道直結以前は基本的に空路を利用していましたが、直結により札幌～帯広間の

輸送時間が短縮したことで陸路に変更しております。

血液の輸送は、貴重な血液に廃棄が生じないように、恒常的な輸送が必要であり、災害時にも確実性、

安全性が確保された道東道を利用できることで非常に助かっています。

また、定期便以外にも、緊急の輸送を行うことがあり、1分1秒でも早く届けば患者にも早く処置されるた

め、輸送時間が短縮になったことは、患者の治療に大変有益な効果があります。

出典︓ヒアリング調査（令和3年6⽉実施）

■北海道赤十字血液センターの声

■札幌市から帯広市への輸送時間の短縮

※200mlの献⾎から作られる量が1u

全線開通（H23.10）
を⾒込み供給体制変更
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血液センター
（製造）

⼗勝圏全域

上川南部 ⾚⼗字血液センター
帯広出張所１日２便365日

道東道を利⽤して
血液を輸送

凡例
⼀般道利⽤
道東道利⽤
帯広出張所の⾎液供給範囲
3次救急医療施設
2次救急医療施設
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約2.6倍の量
を輸送︕

約100分短縮︕

Ｌ=約206km H23.10 全線開通

道東自動車道（千歳恵庭ＪＣＴ～本別・足寄ＩＣ）
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■並行路線の国道274号日勝峠は、地吹雪等で冬期通行止めが多く発生。

■冬期の通行止めが少ない道東自動車道の利用により、冬期でも安全に
安定した利用が可能！

比較項目 ⼀般国道274号 道東⾃動⾞道

縦断勾配 最大 10.8% 3.0%

縦断勾配 6.0％以上 2,091m 無し

曲線半径 最小 60m 960m

曲線半径 100m未満 6箇所 無し

視程障害⽇数※ 100⽇ 7日

資料︓国道274号⇒国⼟交通省、道東道⇒NEXCO東⽇本調べ

■十勝圏 物流事業者の声

冬期の日勝峠は、悪天候時には路面

凍結や視距不良など走行性が悪く、

通行止めも発生しやすいため、日勝

峠を避けた選択肢があるというのは

非常に大きな効果となっています。

冬期の悪天候時や通行止めの際にも

ルートが確保でき、安定した輸送が可

能となりました。

11出典︓ヒアリング調査（令和3年7⽉実施）

⽇勝峠地吹雪

⽇勝峠濃霧

■道東自動車道と国道274号の比較

【道路構造等の条件比較（夕張IC～十勝清水IC間）】 【占冠～十勝清水間の冬期通行止め時間(H22～31）】

※20.5~H21.5実績

道東道は日勝峠に比べ
冬期通⾏⽌め時間が

約2割少ない

38

274

274

237

236

国道274号国道274号
⽇勝峠

⼗勝清水IC
夕張IC

⼗勝清⽔IC

道東⾃動⾞道 最⾼標⾼:626m

⼣張IC

1,200

1,000

800

600

400

200

（標高：m）

120 100            80             60              40              20                0

（距離：km）

標高差
約400ｍ

延⻑差
約25kｍ

国道274号 最⾼標⾼:1,022m

道東⾃動⾞道 L＝81.6km
国道274号

L=104.9km

道東道は急勾配や急カーブが少なく、視距障害の発生も少ない

E38
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■4車線化・付加車線整備されることにより、通行止め発生時の早期復旧
に寄与する、災害に強いネットワークを構築！

■スマートICの整備により、観光面等におけるアクセス性や利便性の向上、
緊急時の避難や復旧ルートとしての活用等といった効果が期待！

■残る未開通区間（阿寒IC～釧路西IC）は、令和6年度開通予定！

12

■4車線化事業位置図・概要

トマムＩＣ～十勝帯広IC間距離 20.9㎞占冠ＩＣ～トマムIC間距離 26.2㎞

4車線化
R2.3事業許可

約19.9㎞

4車線化
H31.3事業許可

約9.5㎞

R1.9開通済

約3.2㎞

4車線化
R3.3事業許可

38

237

274

凡例
事業中箇所
開通済箇所
橋
トンネル

至
帯
広至

札
幌

ト ン ネ ル 延 長 約 9 . 7 ㎞ （ 6 本 ）
橋 梁 延 長 約 2 . 8 ㎞ （ 2 2 橋 ）
土 工 延 長 約 2 0 . 1 ㎞
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12 274

阿寒IC～釧路西IC
L=17.0km

令和6年度開通予定

トマムIC～十勝清水IC
L=20.9km

（3.2ｋｍ4車線化/
9.5km付加車線）

トマムIC～十勝清水IC
L=20.9km

（3.2ｋｍ4車線化/
9.5km付加車線）

占冠IC～トマムIC
L=26.2km

（19.9ｋｍ4車線化）

占冠IC～トマムIC
L=26.2km

（19.9ｋｍ4車線化）
(仮称)長流枝スマートIC(仮称)長流枝スマートIC

■今後の道東自動車道整備（事業中箇所）

令和３年１０月１日現在


